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内容：
物質の質量は、その中の陽子・中性子の数でほぼ決まります。で

は陽子の質量は？陽子を構成するクォークの質量はその1%に満た
ず、残りはクォークを結びつける『強い力』によるものです。その創
発機構は未だ明らかでなく、陽子の質量・スピン・半径は、強い力
の理論である量子色力学に残された『謎』となっています。
素粒子のもつ特徴の一つ「スピン」を鍵として、実験的な研究手

法による謎解明を目指し、国内外の加速器施設での国際共同実
験を推進しています。欧州原子核研究所（CERN）では世界最大陽
子偏極標的を利用したCOMPASS実験を実施し、陽子スピンに対
するクォーク・グルーオンのスピンが果たす役割を明らかにしてき
ました。現在は米国フェルミ加速器研究所で大ビーム強度対応偏
極陽子標的によるSpinQuest実験により反クォークに着目した研究
に取り組んでいます。また、2030年代に実験開始を予定している米
国EIC（Electron-Ion Collider）計画にも参画しています。

アピールポイント：
基礎研究を支える測定技術等の開発にも取り組んでいます。特

に、動的核偏極による偏極陽子標的開発については、山形大学は
国際的にもユニークな研究拠点となっています。

SpinQuest実験セットアップ

COMPASS実験セットアップ

基礎研究を支える
偏極標的開発

米国EIC計画で挑む３つの究極の謎
・ どのように陽子質量は創発されるのか？
・ どのように陽子スピンは創発されるのか？
・ 高密グルーオン状態は何を創発するのか？

冷却器（1.3 K）
電磁石（2.5 T）
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